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副
議
長

い
わ
も
と

ゆ
う
す
け

岩
本

優
祐

議

長

あ
り
や
ま

ま
さ
の
ぶ

有
山

正
信

議会改革をより一層進めるとともに
市民の安全、安心を守るため全力を尽くします 昨年は、新型コロナウイルス感染症への対応とともに、様々な分野

での取組がありました。コロナ禍でも歩みを止めない枚方市の１年を、
分野ごとに写真で振り返ります。明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
も
新
た

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
は
、
市
議
会
活
動
に
対
し
て
御

支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
夏
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
年
越
し
に
開

催
さ
れ
、
日
本
代
表
選
手
を
は
じ
め
世
界
各
国
の

選
手
の
活
躍
に
、
日
本
中
が
沸
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
振
る
い
、
全
国
各
地
で
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
が
相
次
ぐ
な
ど
、
日
常
生
活
や
経
済
活
動
は

甚
大
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

感
染
予
防
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
回
復
に
向

け
た
支
援
策
を
講
じ
る
中
、
国
内
で
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、
本
市
で
も
、
希

望
す
る
方
全
員
が
速
や
か
に
接
種
で
き
る
よ
う
、

多
く
の
医
療
機
関
等
の
協
力
の
下
、
接
種
を
進
め

ま
し
た
。
今
後
も
市
と
連
携
、
協
力
し
、
市
民
の

皆
様
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
決
算
に
お
け
る
本
市
の
財

政
状
況
は
、
一
般
会
計
で
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
市
税
収
入
は
、
同
感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
大
の
ほ

か
、
新
庁
舎
の
整
備
を
含
む
市
駅
周
辺
再
整
備
な

ど
、
多
大
な
財
政
負
担
の
伴
う
事
業
も
見
込
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
収
支
の
均
衡
を
基
本

と
し
た
計
画
的
な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
議
会
と
し
て
も
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
存
在
と
し
て
、
行
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
十
分
に
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
現
在
の
議
会
改
革
の
取
組
を
よ
り
一
層
進

め
る
と
と
も
に
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
皆
様
に

と
っ
て
必
要
な
施
策
、
事
業
の
実
現
に
向
け
、
市

議
会
議
員
一
同
、全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
市
議
会
の
情
報
を
市
民
の

皆
様
と
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
こ
の
「
枚
方
市
議
会

報
」に
分
か
り
や
す
く
掲
載
す
る
と
と
も
に
、様
々

な
工
夫
を
重
ね
、
よ
り
一
層
身
近
で
親
し
ま
れ
る

議
会
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

８月３０日には待望の「枚方市
総合文化芸術センター」が開
館。本市の文化芸術の拠点と
して、様々なイベント、展示
が行われています。

議会では、ペーパーレス化の推進等
の観点から、本会議や委員会でのタ
ブレット端末の導入を進めました。

１年越しの東京オリン
ピック・パラリンピッ
クが開催。ランナーた
ちは万博記念公園を走
り、聖火をつなぎまし
た。

障害者の就労を目的とした貸農園「わーくは
ぴねす農園」がオープン。農福連携の取組と
して、障害のある市民の働く場の選択肢を広
げています。

新型コロナウイルスのワクチン接種を開始。
希望者全員に速やかに接種できるよう、多
くの医療機関等の協力の下、接種を進めま
した。

▲パラリンピックの
トーチは市役所など
にも展示されました。

令
和
３
年
１１
月
緊
急
議
会
は
、

１１
月
３０
日
に
開
か
れ
、
市
長
等

の
特
別
職
、
正
職
員
等
及
び
市

議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給

率
を
改
定
す
る
関
係
条
例
の
一

部
改
正
に
係
る
３
議
案
を
可
決

し
た
ほ
か
、
公
用
車
に
よ
る
車

両
損
傷
事
故
等
に
伴
う
損
害
賠

償
額
の
決
定
な
ど
専
決
事
項
３

件
の
報
告
を
聴
取
し
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
中
の
８
・
９
月
に
は
、
市
立
小
・

中
学
校
で
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業
」
を
実
施
。

全
て
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
す
る
こ
と
で
、

学
校
か
ら
配
付
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用

し
、
家
庭
か
ら
で
も
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
ま
し
た
。

樟
葉
駅
前
広
場
ロ
ー
タ
リ
ー
改
良
工
事
が
進
め
ら

れ
、
１
月
末
に
完
成
予
定
。
利
用
形
態
を
公
共
交

通
と
一
般
交
通
に
分
離
し
、
混
雑
の
解
消
や
安
全

性
の
向
上
等
を
図
る
た
め
の
改
良
工
事
を
行
い
ま

し
た
。

議
会
は
、
１１
月
３０
日
の
本
会

議
で
、
「
枚
方
市
職
員
給
与
条

例
及
び
枚
方
市
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
案

を
原
案
の
と
お
り
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

改
正
の
内
容
は
、
人
事
院
勧

告
を
踏
ま
え
、
正
職
員
等
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当

の
支
給
率
の
改
定
（
年
間
０
・

１５
月
分
引
下
げ
、
再
任
用
職
員

は
年
間
０
・
１０
月
分
引
下
げ
）

を
行
う
も
の
で
す
。

な
お
、
正
職
員
等
は
３
年
１２

月
１
日
か
ら
、
会
計
年
度
任
用

職
員
は
４
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
す
る
も
の
で
す
。

消
費
喚
起
が
必
要
な
時
期
で
の

引
下
げ
の
実
施
に
疑
問

質
問

国
が
国
家
公
務
員
の
期

末
手
当
の
引
下
げ
を
４
年
６
月

か
ら
実
施
す
る
の
に
対
し
、
本

市
は
正
職
員
等
の
同
手
当
の
引

下
げ
を
３
年
１２
月
か
ら
行
う
と

い
う
。
同
様
の
対
応
は
府
内
で

６
市
２
町
の
み
で
あ
り
、
経
済

回
復
の
た
め
消
費
の
喚
起
が
必

要
な
こ
の
時
期
に
、
な
ぜ
国
よ

り
先
に
引
下
げ
を
行
う
の
か
。

答
弁

で
き
る
限
り
早
期
に
官

民
格
差
の
是
正
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
時
期
で
の
実
施
を

決
定
し
た
。

令
和
３
年
９
月
定
例
月
議
会

は
、
９
月
９
日
か
ら
１０
月
１４
日

ま
で
の
期
間
で
開
か
れ
ま
し
た

（
９
月
２７
日
ま
で
の
内
容
は
前

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

１０
月
１４
日
の
本
会
議
で
は
、

２
年
度
一
般
会
計
ほ
か
６
特

別
・
３
企
業
会
計
決
算
等
を

野
村
生
代
決
算
特
別
委
員
長
の

報
告
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し

ま
し
た
（
決
算
特
別
委
員
会
で

の
審
査
内
容
は
、
２
・
３
面
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

次
に
、
専
決
事
項
の
報
告
を

聴
取
し
た
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
に
係
る

「
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
」
を
可
決
し
、

定
例
月
議
会
の
全
日
程
を
終
え

ま
し
た
。

議
会
は
、
１０
月
１４
日
の
本
会

議
で
、
専
決
事
項
の
報
告
を
聴

取
し
ま
し
た
。

本
件
は
、
平
成
２９
年
度
に
起

こ
っ
た
、
い
じ
め
重
大
事
態
に

関
し
て
、
令
和
２
年
６
月
に
被

害
児
童
か
ら
提
起
さ
れ
た
国
家

賠
償
請
求
事
件
訴
訟
に
お
い
て
、

大
阪
地
裁
か
ら
提
示
さ
れ
た
和

解
案
を
受
諾
し
た
こ
と
に
関
す

る
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め

保
護
者
と
の
十
分
な
連
携
を

質
問

教
育
委
員
会
は
今
回
の

い
じ
め
事
案
か
ら
何
を
学
び
、

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

な
お
、
保
護
者
と
の
意
思
疎

通
、連
携
を
し
っ
か
り
と
図
り
、

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
よ
う
要

望
す
る
。

答
弁

学
校
い
じ
め
対
策
審
議

会
で
、
い
じ
め
に
対
す
る
教
職

員
等
の
認
識
不
足
や
研
修
の
必

要
性
等
の
指
摘
を
受
け
た
。
二

度
と
同
様
の
事
案
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
、
よ
り
適
切
な
い
じ
め

の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
る
。

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
主
催

の
議
員
研
修
会
が
、
１１
月
１５

日
か
ら
１１
月
２６
日
ま
で
の
期

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
研

修
は
例
年
、
対
面
形
式
で
行
わ

れ
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
今
年
度
は
録
画
映
像
配
信

に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
は
、
立
命
館
大
学
客
員

教
授
、
大
阪
大
学
特
任
教
授
で

や
ぶ
な
か
み

と

元
外
務
事
務
次
官
の
薮
中
三
十

じ二
氏
で
、
「
国
際
社
会
と
日
本

―
厳
し
さ
を
ま
す
米
中
関
係
と

日
本
の
針
路
」
と
題
し
た
講
演

が
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
１２
月
定
例
月
議
会

は
、
１２
月
８
日
に
開
か
れ
ま
し

た
（
開
催
期
間
は
１２
月
２２
日
ま

で
の
１５
日
間
）
。

初
日
の
本
会
議
で
は
、
「
枚

方
市
附
属
機
関
条
例
の
一
部
改

正
」
案
や
工
事
請
負
変
更
契
約

締
結
議
案
、
３
年
度
一
般
会
計

と
６
特
別
・
３
企
業
会
計
の
補

正
予
算
等
を
可
決
し
ま
し
た
。

※
今
号
は
１２
月
８
日
現
在
の
内

容
で
編
集
し
て
い
ま
す
。
１２
月

定
例
月
議
会
の
詳
し
い
内
容
は
、

次
号
（
２
月
１
日
号
）
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
は
、
そ
の

所
管
す
る
事
務
の
う
ち
、
「
公

民
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
」
調

査
を
行
う
た
め
、
１０
月
１４
日
、

委
員
会
の
発
議
に
よ
り
総
務
委

員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
市
の
具
体
的
な

公
民
連
携
事
例
や
現
時
点
で
の

方
向
性
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
委
員
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

＊会派名は議決当時のものです。

・
有
山
正
信
議
員
（
公
明
党
議
員
団
）
は
議
長
と
し
て
の
立
場
上
、
採
決
に
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。

その他 議 員
提出議案

条 例 の
一部改正

・
専
決
事
項
の
報
告
（
損
害
賠
償
）

・
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・
職
員
給
与
条
例
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例

・
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

聴

取

可

決

可

決

可

決
１ １ １ １
－ ○ × ○
－ ○ ○ ○
－ ○ ○ ○
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会派等所属別議員名
結成順に掲載。（ ）は会派等の略称

日本共産党議員団（共 産）
広瀬ひとみ、野 口 光 男、
堤 幸 子、松岡ちひろ

連合市民の会（連 合）
西 田 政 充、野 村 生 代、
八 尾 善 之、奥 野 美 佳、
番 匠 映 仁

大阪維新の会
枚方市議会議員団（維 新）
鍜治谷知宏、岩 本 優 祐、
木 村 亮 太、妹 尾 正 信、
泉 大 介、岡市栄次郎、
門 川 紘 幸、小 池 晶 子

公明党議員団（公 明）
上 野 尚 子、有 山 正 信、
山 口 勤、大 地 正 広、
藤 田 幸 久、丹 生 真 人、
田 中 優 子、一 原 明 美

自由・市民の会（自 由）＊
田 口 敬 規、漆 原 周 義、
加 藤 治

自由民主党枚方創政会（自 民）
前 田 富 枝、長 友 克 由

議
決
結
果
一
覧

掲載面
共 産
連 合
維 新
公 明
自 由
自 民

１１
月
緊
急
議
会

議会

スポー
ツ

都市基
盤

教育

文化・
芸術

コロナワ
クチン接

種

福祉


